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2016 № 528（10月号）

近年は日本列島各地でたびたび地震が起きており、静岡県
でもいつ、大地震が起きてもおかしくありません。
特に夜中など就寝中に発生した地震では、避難が遅れ、家
屋の下敷きになってしまう例が少なくありません。
そんな中、市町において、補助金制度を設け耐震シェルター
の設置を推奨しており、先月、島田市のM邸で設置を行い
ましたので、施工手順を紹介させていただきます。

着工から完成まで施工期間は 3日程度で仕上がりますが、市町によっては異なり、申請から完
成までは約 10 日となります。
お年寄りや身体の不自由な方などにはいざというときの為に対策をしてみてはいかがでしょう
か。（9月 2日、NHKナビゲーションスペシャル「東海北陸の活断層」の中で紹介された商品です。）

①まずは設置箇所の足元を
補強します。床と一緒に抜け
落ちないようにするためです。

②床の補強と同時にフロー
リングを張りました。

③シェルターの骨組みを設
置します。

⑤骨組みに構造用の合板を張っ
て壁の耐力を持たせます。柱は木
製で天井裏は鉄製になっています。

④骨組みの上には鉄骨の梁
を設置します。

⑥内部はこんな感じで一つ
の部屋の中にもう一つの部
屋が出来上がります。

⑦仕上げにクロス貼りで完
成になります。

施工前

完  成

耐震シェルター

「 剛  建 」
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八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
三
日
間
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
短
い
期
間
で
す

が
建
設
業
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
土
木
だ
け
で
な
く
、
建
築
、

重
機
体
験
な
ど
幅
広
く
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て

「
お
忙
し
い
中
、貴
重
な
時
間
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
建
設
業
を
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
三
日
間
の
短
い
間
で
し
た

が
、
建
設
業
に
必
要
な
工
具
や
重
機
の

操
作
や
取
扱
い
の
説
明
な
ど
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は

重
機
の
操
作
の
仕
方
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
測
量
の
体
験
で
は
、
測

量
は
建
物
の
地
図
を
作
る
と
き
に
大
事

な
事
で
、
少
し
で
も
間
違
え
て
し
ま
う

と
全
体
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
の
で
、

測
量
は
大
切
で

し
っ
か
り
と
し

て
い
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま

た
、
現
場
見
学

に
行
か
せ
て
い

た
だ
い
た
時
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
工
事
現
場
の
内
側
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
工
事
現
場
で
は
、
珍

し
い
作
業
用
重
機
や
作
業
用
機
械
を
見

る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
建
設
関
係
の
職
業

を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
経
験
で
き
た
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
働

く
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い
こ

と
や
り
が
い
が
あ
る
職
業
だ
と
知
る
こ

と
が
で
き
た

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
し

た
。
三
日
間

の
貴
重
な
体

験
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
状

こ
の
度
、
当
社
よ
り
土
木
課
の
落
合

雅
敏
君
が
「
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事

褒
状
」を
受
章
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

県
内
の
建
設
会
社
（
専
門
工
事
業
者
も

含
む
）
よ
り
十
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
賞
は
、
静
岡
県
内
の
優
れ
た
建

設
現
場
従
事
者
に
対
し
、
知
事
が
表
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
も
の
づ
く
り
」

に
携
わ
っ
て
い
る
者
の
誇
り
と
意
欲
を

増
進
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
者
の
能
力
と
資

質
の
向
上
を

図
る
と
と
も

に
、
そ
の
社

会
的
評
価
・

地
位
の
向
上

を
図
り
、
建

設
業
の
健
全

な
発
展
に
資

す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

工
事
部
土
木
課

　
落
合
　
雅
敏

平
成
五
年
よ

り
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

選
考
基
準

の
一
部
と
し

て
、
技
術
・

技
能
が
優
秀

で
あ
る
者
、

技
術
開
発
・

施
工
の
合
理
化
を
図
り
顕
著
な
成
績
を

上
げ
て
い
る
者
又
は
建
設
工
事
に
相
当

の
実
績
の
あ
る
者
と
い
っ
た
厳
し
い
基

準
を
満
た
し
た
人
が
選
ば
れ
ま
す
。
当

社
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
藤
原
茂
伸

君
の
受
章
後
、
二
人
目
と
な
り
ま
す
。
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日
が
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
連
続
す
ぎ
て

ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
す
。

今
現
在
、
失

敗
も
か
な
り
あ

り
ま
す
が
最
後

ま
で
諦
め
ず
に

美
味
し
い
メ
ロ

ン
を
収
穫
で
き

る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま

す
。

❖
夏
作
品
評
会
の
結
果
報
告
❖

八
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

ア
ロ
ー
マ
静
南
、
夏
作
品
評
会
で
は
二

等
一
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

二
等
一
席
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
言
い
換
え
ま

す
と
四
番
目
と
い
う
成
績
で
し
た
。

春
作
品
評
会
に
続
い
て
の
入
賞
で
し

た
の
で
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
、
市
場
関
係

者
、
お
客
様
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

次
回
の
秋
作
に
向
け
て
の
栽
培
は
す

で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
を
引

き
締
め
て
連
続
入
賞
で
き
る
よ
う
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
晩
が
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き

て
、
秋
の
気
配
が
ず
い
ぶ
ん
と
し
て
き

ま
し
た
。
暑
い
夏
が
過
ぎ
た
か
と
思
え

ば
、台
風
が
日
本
列
島
に
何
度
も
接
近
、

上
陸
を
繰
り
返
し
、
被
災
さ
れ
た
方
た

ち
の
報
道
を
見
て
い
る
と
胸
が
痛
み
ま

す
。
毎
年
、
異
常
気
象
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
地
球
温
暖
化
が
一
番
の
原
因
で

は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
気
に
す
る
だ
け
で
地
球
は
変
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
心
が
け
て
い

き
た
い
で
す
。

❖
台
風
の
農
家
へ
の
被
害
❖

農
家
に
と
っ
て
秋
雨
前
線
や
台
風

が
発
生
し
や
す
い
九
月
、
十
月
は
安
定

し
な
い
天
気
に
よ
っ
て
作
物
が
育
ち

に
く
く
良
品
が
な
か
な
か
作
れ
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
全
国
の
地
域

に
よ
っ
て
は
畑
の
冠
水
に
よ
っ
て
ダ

メ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
強
風
に
よ
る
ハ

ウ
ス
の
倒
壊
な
ど
様
々
な
経
営
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
北

海
道
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
っ
て
、
玉
ね

ぎ
の
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
そ
う
で
す

し
、
食
品
メ
ー
カ
ー
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

コ
ー
ン
の
仕
入
れ
が
困
難
で
新
商
品
の

導
入
を
遅
ら
せ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。
幸
い
に
も
こ
こ
御
前
崎
の
地
域

は
壊
滅
的
な
被
害
が
今
年
は
ま
だ
な

く
、
私
ど
も
は
メ
ロ
ン
を
栽
培
す
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
が
、
何
年
か
前
に

は
た
く
さ
ん
の
メ
ロ
ン
農
家
の
ガ
ラ
ス

温
室
が
割
れ
て
し
ま
い
、
大
き
な
被
害

を
被
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
ま
だ
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

❖
秋
の
メ
ロ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
❖

秋
に
作
る
メ
ロ
ン
が
一
年
を
通
し
て

一
番
難
し
い
理
由
を
い
く
つ
か
挙
げ
て

み
ま
す
と

①
冬
至
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
日
が
短

く
な
っ
て
く
る
。

②
秋
雨
前
線
、
台
風
と
い
っ
た
天
候
不

順
③
夏
の
品
種
か
ら
秋
の
品
種
に
切
り
替

わ
る
時
期
で
、
栽
培
管
理
が
百
八
十

度
違
う
の
で
頭
の
中
が
切
り
替
え
ら

れ
な
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
度

に
た
く
さ
ん
の
事
柄
が
や
っ
て
き
て
毎

日
本
一
を

　
　  

目
指
し
て

山
下
メ
ロ
ン
園
　
山
下 

剛

九
月
十
三
日
（
火
）、
伊
藤
理
事
長

を
は
じ
め
、
関
係
者
が
列
席
す
る
中
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
御
前
崎
市
池
新
田
。
現
在
の

掛
川
信
用
金
庫
浜
岡
支
店
が
あ
る
場
所

の
す
ぐ
南
側
で
、
今
は
職
員
さ
ん
の
駐

車
場
が
あ
る
場
所
で
す
。

建
物
は
延
べ
床
面
積
約
八
百
十
二
㎡

で
現
在
の
店
舗
よ
り
も
や
や
大
き
く
な

り
ま
す
。
新
店
舗
が
完
成
し
、
オ
ー
プ

ン
し
た
後
に
現
在
の
店
舗
を
解
体
し
、

利
用
者
駐
車
場
と
職
員
駐
車
場
の
工
事

を
行
い
、
竣
工
と
な
り
ま
す
。

約
一
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
工
事

を
行
う
事
と
な
り
ま
す
が
、
災
害
事
故

に
は
十
分

に
気
を
付

け
関
係
各

位
の
期
待

に
応
え
ら

れ
る
よ
う

に
頑
張
り

た
い
と
思

い
ま
す
。 掛

川
信
用
金
庫
浜
岡
支
店

起
　
工
　
式

良いメロンと失敗メロン
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行
事
記
録
（
8
27

〜
9
26

）

8
27	

菊
川
か
ら
学
ぶ
集
い
・
菊
川

8
29	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

8
30	

㈱
御
前
崎
草
木
処
理
セ
ン
タ
ー
定
時
株
主
総
会

9
2	

金
鵄
の
会
交
流
会
・
掛
川

9
5	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

9
6	

全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会
・
掛
川

9
7	

御
前
崎
市
消
防
庁
舎
落
成
式

9
9	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
定
例
役
員
会

9
13	

掛
川
信
用
金
庫
浜
岡
支
店
新
築
工
事
起
工
式

9
14	

掛
川
法
人
会
税
務
講
演
会
・
掛
川

	

県
議
会
議
員
藪
田
宏
行
氏
講
演
会

9
15	

平
成
二
十
八
年
度
（
第
二
十
四
回
）
静
岡
県

優
秀
施
工
者
知
事
褒
状
授
与
式
・
静
岡

9
16	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

雇
用
管
理
研
修
・
静
岡

	

中
部
電
力
㈱
静
岡
支
店
土
建
安
全
協
議
会
安
全
研
修
会
・
東
部

	

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
・
静
岡

9
20	

掛
川
法
人
会
御
前
崎
支
部
税
務
研
修
会

9
21	

御
前
崎
市
商
工
会
貯
蓄
・
福
祉
共
済
推
進
委
員
会
・
商
工
会
増
強
委
員
会

9
21
～
9
30	

平
成
二
十
八
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
23
～
9
24	

技
士
会
平
成
二
十
八
年
度
県
外
視
察
研
修
・
千
葉

行
事
予
定
（
9
27

〜
10
26

）

9
27	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

9
28	

御
前
崎
み
な
と
夏
祭
り
反
省
会

10
1
～
10
7	

全
国
労
働
衛
生
週
間

10
6	

昭
和
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
浜
松

全
国
労
働
衛
生
週
間

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
働
く
人

の
健
康
の
確
保
・
増
進
を
図
り
、
快

適
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
む
週
間
で
す
。
こ
の
機

会
に
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動

の
大
切
さ
を
見
直
し
、
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
ょ

う
。

作 業 安 全

・掘削時地山点検の確認と対策
・安全標識と誘導員の適正な配置

交 通 安 全

・16時よりライトオン実践
環 境 目 標

・燃費の向上の為、無駄な走行をやめましょう

10月安全努力目標
年度安全標語〈経験と慣れが生みだす大きな過心 

初 心 に 返 り 安 全 確 認 〉
全国労働衛生週間	〈10/1～ 10/7〉

10 1

10 7

本
週
間 

／ 

～ 

／

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
健
康
職
場  

つ
く
る  

ま
も
る
は  

み
ん
な
が
主
役
』

月　日 曜日 行　事　内　容

10月1日 土 朝礼・安全パトロール

10月2日 日 休　日

10月3日 月 管理車両点検

10月4日 火 場内教習

10月5日 水 血圧測定

10月6日 木 環境整備

10月7日 金 普通救命講習

社 内 行 事 予 定

御
前
崎
市
消
防
庁
舎
落
成
式

九
月
七
日
に
、
御
前
崎
市
に
新
た
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
消
防
庁
舎
の
落
成
式

が
執
り
行
わ
れ
、
当
社
も
Ｊ
Ｖ
の
一
員

と
し
て
建
築
工
事
で
の
消
防
庁
舎
建
設

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
社

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
新
消
防
庁
舎

は
、
現
在
の
場
所
か
ら
御
前
崎
市
の
中

心
で
市
役
所
に
近
い
池
新
田
地
区
へ
移

さ
れ
、
自
然
災
害
の
防
災
拠
点
と
し
て

市
民
に
安
心
・
安
全
を
提
供
で
き
る
施

設
で
す
。
庁
舎
棟
は
、
免
震
構
造
で
建

築
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
震
の
際
も
揺

れ
を
軽
減
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す

ね
。
十
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
運
用
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。


